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【手続補正書】
【提出日】平成27年3月26日(2015.3.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　組成物であって、該組成物は：
　一般式ＩＩによって示される１つ以上の化合物であって、

【化１】

　　　（ＩＩ）
　式中、
　Ｒ４は、アルキル基、アリール基、アルキルアリール基、または芳香族基であり；
　Ｒ５は、アルキル基、アリール基、アルキルアリール基、芳香族基、水素、－（Ｃ＝Ｏ
）－（ＣＨ２）ｓＣＨ３であって、式中ｓは、ゼロであるか、もしくは１～５０の範囲の
整数であり、

【化２】

　式中、Ｒｙは、Ｈ、ＯＨ、ＯＣＨ３、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＮＨ（ＣＯＣＨ３）、ＣＨ

３、ＣＨ２ＣＨ３、イソプロピル、ｔ－ブチル、ＣＯ２ＣＨ３、ＣＯ２Ｈ、１～６６個の
炭素を有するアルキル基、もしくは１～８個の炭素を有するアルコキシ基、または
　－（Ｃ＝Ｏ）－ＮＨ－Ｒｚであり、式中、Ｒｚは、式－（ＣＨ２）ｎＣＨ３の直鎖状ア
ルキル基であって、ここでｎはゼロもしくは１～３６の整数であるか、または式中、Ｒｚ

は、６～２０個の炭素を含むアルキルアリール基であるかのいずれかであり；
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　Ｒ６は、アルキレン基、アリーレン基、アリールアルキレン基、アルキルアリーレン基
、
【化３】

であって、式中ｎは、６～３６の範囲の整数である基か、

【化４】

　一般式Ｃ３６Ｈ６４＋ｕの分岐アルキレン基であって、式中、ｕは、０～１０の範囲の
整数である基か、
【化５】

である、化合物を含む、組成物。
【請求項２】
　請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、一般式ＩＩによって示される１つ以上
の化合物を含み、式中Ｒ６が、
　二価の芳香族もしくはアリール基であって、５～２０個の炭素原子を有する基、
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【化６】

である、組成物。
【請求項３】
　請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、一般式ＩＩによって示される１つ以上
の化合物を含み、式中Ｒ６が、
　二価の脂肪族もしくはアルキル基であって、直鎖状および分岐した、飽和および不飽和
の、環式および非環式の、ならびに置換および非置換の二価の脂肪族基またはアルキル基
である、組成物。
【請求項４】
　請求項１に記載の組成物であって、前記アルキレン基が、一般式Ｃ３４Ｈ６０＋ｕの分
岐アルキレン基であり、式中、ｕが、０～１４の範囲の整数である、組成物。
【請求項５】
　請求項４に記載の組成物であって、前記アルキレン基が、
【化７】

である、組成物。
【請求項６】
　請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、一般式ＩＩによって示される１つ以上
の化合物を含み、Ｒ５基が、
【化８】

であり、
　式中、ＲｙがＨ、ＯＨ、ＯＣＨ３、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＮＨ（ＣＯＣＨ３）、ＣＨ３

、ＣＨ２ＣＨ３、イソプロピル、ｔ－ブチル、ＣＯ２ＣＨ３、ＣＯ２Ｈ、１～６６個の炭
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素を有するアルキル基、または１～８個の炭素を有するアルコキシ基である、組成物。
【請求項７】
　前記組成物が、さらに、一般式Ｉ’によって示される１つ以上の化合物であって、
【化９】

　　　（Ｉ’）
　式中、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ２’、Ｒ３、およびＲ３’が以下の表に規定される化合物を含み
：
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【表１】
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【表２】

　前記一般式ＩＩによって示される１つ以上の化合物が、
【化１０】

　　　（ＩＩ）
　式中、各々のＲ４が、同じであってもまたは異なってもよく、各々のＲ５が、同じであ
ってもまたは異なってもよく、ならびにＲ４、Ｒ５およびＲ６が、以下の表によって規定
される化合物である、組成物。
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【表３】
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【表４】
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【表５】
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【表６】
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【表７】

【請求項８】
　請求項１に記載の組成物であって、該組成物がさらに以下からなる群より選択される１
つ以上の化合物を含む、組成物。



(12) JP 2012-232973 A5 2015.5.14

【表８】

【請求項９】
　請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、さらに、一般式Ｉ、ＩＩＩ、およびＩ
Ｖのうちの１つ以上の化合物を含む、組成物。

【化１１】

　　　（Ｉ）
（式中、
　Ｒ１は、アルキレン基、アリーレン基、アリールアルキレン基、アルキルアリーレン基
であり；かつ
　Ｒ２は、アルキル基、アリール基、アルキルアリール基、芳香族基、水素、－（Ｃ＝Ｏ
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）－（ＣＨ２）ｓＣＨ３であり、ここでｓは、ゼロまたは１～５０の範囲の整数であり、
【化１２】

（式中、Ｒｙは、Ｈ、ＯＨ、ＯＣＨ３、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｆ、Ｉ、ＮＨ（ＣＯＣＨ３）、ＣＨ

３、ＣＨ２ＣＨ３、イソプロピル、ｔ－ブチル、ＣＯ２ＣＨ３、ＣＯ２Ｈ、１～６６個の
炭素を有するアルキル基、または１～８個の炭素を有するアルコキシ基）、または、－（
Ｃ＝Ｏ）－ＮＨ－Ｒｔであり、式中、Ｒｔは、式－（ＣＨ２）ｔＣＨ３の直鎖状アルキル
基であって、ここでｔはゼロもしくは１～３６の整数であるか、または式中、Ｒｔは、６
～２０個の炭素を含むアルキルアリール基であるかのいずれかである。）
【化１３】

　　　（ＩＩＩ）
（式中、ｍは、１～１００の整数であり、式中、
　Ｒ７は、アルキル基、アリール基、アルキルアリール基、または芳香族基であり；かつ
　Ｒ８は、アルキレン基、アリーレン基、アリールアルキレン基、アルキルアリーレン基
、
【化１４】

であって、式中ｎは、６～３６の範囲の整数であり、一般式Ｃ３４Ｈ６０＋ｕの分岐アル
キレン基であって、式中、ｕは、０～１４の範囲の整数である基か、
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【化１５】

である。）
【化１６】

　　　（ＩＶ）
（式中
　Ｒ９は、アルキル基、アリール基、アルキルアリール基、もしくは芳香族基であり；
　Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２およびＲ１３は同じであるかもしくは異なり、かつアルキル基
、アリール基、アルキルアリール基、アルコキシ基、もしくは芳香族基、１～６０個の炭
素のヒドロキシアルキル、または１～６０個の炭素のアルキルエステル、またはアリール
エステルであって、ここでＲ９、Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１２およびＲ１３のうちの少なくと
も１つは、芳香族基である。）
【請求項１０】
　請求項１に記載の組成物であって、該組成物が、一般式ＩＩによって示される１つ以上
の化合物を含み、式中、Ｒ６が、
　一般式Ｃ３６Ｈ６４＋ｕの分岐アルキレン基であり、式中、ｕが、０～１０の範囲の整
数である、アルキレン基、
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【化１７】

からなる群より選択される組成物。
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